
海上の森保全活用計画進捗状況（主要事業）と今後の進め方（案） 資料２別紙１ 

事業展開項目 内容（全体計画） H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

愛
知
万
博
記
念
の
森
と
し
て
の
保
全

自然環境の保全

湿地・森林鳥類生息状況調査
(ローテーションにより実施)

湿地 湿地 森林 森林 鳥類・外来種 湿地 湿地 森林 森林 鳥類・外来種

希少動植物の調査
（オオタカ、ムササビ、ホトケドジョウ）

● ● ● ● ● 　●　 ○ ○ ○ ○

　　　◆ 情報発信（報告書作成含む）・保全策の検討（専門家意見聴取）

　　　◆ 他機関・他団体等の調査情報収集・整理、保全検討への活用

森林の整備

人工林の整備（間伐対象１００ha)
目標計画３５ｈａ

３．２８ｈａ
（３．２８ｈａ）

２．８１ｈａ
（６．０９ｈａ）

３．５２ｈａ
（９．６１ｈａ）

２．８５ｈａ
（１２．４６ｈａ）

２．６４ｈａ
（１５．１０ｈａ）

５．９２ｈａ
（２４．０２ｈａ）

目標計画３５ｈａに向けて整備推進

広葉樹林整備（除伐・間伐等）
０．４５ｈａ

（０．４５ｈａ）
０．５４ｈａ

（０．９９ｈａ）
０．９７ｈａ

（１．９６ｈａ）
０．７８ｈａ

（２．７４ｈａ）
０．６９ｈａ

（３．４３ｈａ）
ー

（３．４３ｈａ）

適正な整備推進

針広混交林（除伐・間伐等）
３．３５ｈａ

（３．３５ｈａ）
３．０６ｈａ

（６．４１ｈａ）
３．５３ｈａ

（９．９４ｈａ）
２．９９ｈａ

（１２．９３ｈａ）
２．９８ｈａ

（１５．９１ｈａ）
ー

（１５．９１ｈａ）

　　　◆　具体的な森林整備・管理計画の作成・実績の記録（システム検討を含む）

　　　　　　高齢級林分の維持管理検討（現状把握と管理指針）

　　　◆　発生木材の有効利用（木材生産（販売）を含む）の検討と実施

農地の整備

作業体験農地管理（毎年0.3～0.5ha） ０．６３ｈａ ０．６２ｈａ ０．６２ｈａ ０．６２ｈａ ０．６７ｈａ ０．６５ｈa
適正な維持管理

里山環境として保全する農地管理
農地として適正な維持管理（耕耘・水路整備・畦道整備・草刈り等）

ため池の整備、管理 整備
　修景作業 　　　　　　適正な維持管理

森
林
や
里
山
の
学
習
と
交
流
の
拠
点
づ
く
り

体験学習の実施

森の教室　　　　　　　　毎年1０回程度 １０回 １０回 １０回 ９回 （委託化）６回   ６回 　
ニーズ等を踏まえ、内容を見直し実施

里の教室　　　　　　　　毎年８回程度 ９回 ８回 ９回 （委託化）１０回 １０回 １０回

里山のものづくり　　　　毎年４回程度 ４回 ４回 ４回 （委託化）３回 ３回 ４回　

調査学習会　　　　　　　毎年７回程度 ７回 ７回 ７回 （委託化）７回 ７回 ７回 

海上の森ツアー　　　　　毎年４回程度 ４回 ４回 ４回 ４回 （委託化）４回  ４回 　

遊歩施設プログラム　　　毎年１０回程度 １０回 １０回 １０回 ４回 （委託化）４回 ４回   

心身障害者のための森林体験プログラム 開発
プログラムの実施

幼児森林体験推進(幼児森林体験フィールド)
プログラム・マニュ

アル作成
フィールド整備

活用､維持管理

１２回　１，２８３名 １７回　１，４２６名

人材の育成

あいち海上の森大学(毎年30人)
３６人

(３６人）
４３人

（７８人）
３１人

（１０９人）
２７人

（１３６人）
３１人

(１６７人)

内容の検討（運営委員会で検討）・受講生の確保

国際フォーラム
内容の検討（実行委員会で検討）

● ● ● ● 　●　 ○ ○ ○ ○

情報発信 海上の森自然環境情報の展示、ムーアカデミー通信 ● ● ● ● ● 　　●　　 ○ ○ ○ ○

協働・連携の推進

海上の森の会(平成２２年度ＮＰＯ法人化)
協働した森林や里山の保全・活用、体験プログラムの受託等

あいち自然ネット 設立
運営、協働した催事開催等

企業連携プロジェクト
３社

（３社）
２社

（５社）
１社

（６社）
　２社

（　８社   ）

参加企業の募集、現地指導等

その他（地元、小中学校、大学等との連携）
情報交換等

◆　特に検討し、進めていきたいこと



（　参　考　） 資料２別紙１ 

海上の森保全活用計画　　実行計画 Ｈ１９.３ 策 定

事業展開項目 内容（全体計画） H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

愛
知
万
博
記
念
の
森
と
し
て
の
保
全

自然環境の保全

湿地・森林鳥類生息状況調査 湿地 湿地 森林 森林 鳥類・外来種 湿地 湿地 森林 森林 鳥類・外来種

希少動植物の調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門家意見聴取・情報の収集・発信

　森林の整備

人工林の整備（間伐対象１００ha） 間伐
毎年３～４ha実施 ＜期間中に３５ha実施＞

“百年の森”への誘導（約７０ha）
高齢級間伐 　　木材の有効活用

針広混交林 除伐・間伐等

草地・竹林 草地測量
草地・竹林管理

　農地の整備
作業体験農地（毎年３～５千m2） 耕地管理

　　　　　　現在年３千m2実施 目標　年５千m2

里山環境として保全する農地 保全管理 農地として適正な維持管理（耕耘・水路整備・畦道整備・草刈り・ため池整備等）

森
林
や
里
山
の
学
習
と
交
流
の
拠
点
づ
く
り

体験学習の実施

森の教室　　　　　　　　毎年1０回程度

里の教室　　　　　　　　毎年８回程度

里山のものづくり　　　　毎年４回程度

調査学習会　　　　　　　毎年７回程度

海上の森ツアー　　　　　毎年４回程度

遊歩施設プログラム　　　毎年10回程度

心身障害者のための森林体験プログラム 開発
プログラムの実施

　人材の育成

あいち海上の森大学　毎年15日・３0人 検討会議 開校
　　　　　　＜１０か年継続　　３００人育成＞

国際フォーラム　毎年１回 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導者養成講座　毎年８回・40人
＜延べ４００人＞

森林ボランティア研修等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

普及・情報発信
シンポジウム・意見交換会等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モデル事例提供・ネットワーク形成

施設整備と運営
里山の小径・炭焼き体験学習用施設

里山の小径 炭焼施設（協働による整備）

案内看板、トイレ、駐車場等 必要に応じ

協働・連携の推進

海上の森の会 毎月調整会議

その他の団体等 調整会議等

地元地域 調整会議等

小中高校・大学 情報提供等

関連施設等 情報交換等

企業等 検討会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働・連携の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎年　約５０回　定期的に開催
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